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序

 本書は、財団法人山形県埋蔵文化財センターが、平成10・

 11年度の発掘調査を実施した、志戸田縄遺跡の調査成果をま

 とめたものです。

 志戸田縄遺跡は、山形市北西部、JR左沢線東金井駅の西

 方0.5kmの水田地帯に位置しています。地目は水田・畑地で、

 稲作・果樹・花木苗栽培が行われています。

 この度東北中央自動車道相馬・尾花沢線(上山～東根間)建

 設工事に伴い、工事に先だって緊急調査を実施しました。

 調査では、古墳出現期の土器を多量に出土した河川跡や、

 墨書土器を含む溝跡、北側に区画溝を伴って配置された掘立

 柱建物群も検出されています。これらの遺構・遺物は当時の

 生活の一端を示す貴重な資料と言えます。

 埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造し、育んできた

 貴重な国民的財産と言えます。この祖先から伝えられた文化

 財を大切に保護するとともに、祖先の足跡を学び、子孫に伝

 えていくことが、私たちの重要な責務と言えます。その意味

 で、本書が文化財保護活動の啓発・普及、学術研究、教育活

 動などの一助となれば幸いです。

 最後になりましたが、調査においてご協力いただいた関係

 各位に心から感謝申し上げます。

 平成13年10月

 財団法人山形県埋蔵文化財センター

理事長木村宰



例言

 1本書は、東北中央自動車道相馬・尾花沢線(上山～東根間)建設工事に係る「志戸田縄遺跡」
 の発掘調査報告書である。

 2調査は、日本道路公団山形工事事務所の委託により、財団法人山形県埋蔵文化財センターが
 実施した。

 3調査要項は下記の通りである。

 遺跡名志戸田縄遺跡遺跡番号平成10年度登録

所在地山形県山形市大字陣馬字志戸田縄

 調査主体財団法人山形県埋蔵文化財センター

 調査期間平成10年4月1日～平成11年3月31日(第2次調査)
 現地調査平成10年10月27日～平成10年ll月27日

調査担当者調査第一課長佐藤庄一

主任調査研究員佐藤正俊

 調査研究員氏家信行(調査主任)
調査研究員渡部利之

調査員衣袋忠雄

 調査期間平成11年4月1日～平成12年3月31日(第3次調査)
 現地調査平成11年4月19日～平成11年7月22日

調査担当者調査第四課長名和達朗

 調査研究員押切智紀(調査主任)
調査員黒沼幹男

 4発掘調査及び本書を作成するに当たり日本道路公団東北支社山形工事事務所、山形市教育委
 員会、東南村山教育事務所等関係機関に協力いただいた。また、出土遺物等について、平川南
 氏(国立歴史民俗博物館)、水澤幸一氏(新潟県中条町教育委員会)、江川隆氏(山形市教育委
 員会)から御教示をいただいた。ここに記して感謝申し上げる。

 5本書の作成・執筆は、渡部利之が担当した。編集は須賀井新人が担当し、全体については名
 和達朗が監修した。

 6委託業務は下記の通りである。

 遺構写真実測株式会社日本テクニカルセンター

 遺物理化学的分析パリノ・サーヴェィ株式会社

遺物保存処理株式会社吉田生物研究所

 7出土土器、調査記録類については、財団法人山形県埋蔵文化財センターが一括保管してい
 る。



凡例

 1本書で使用した遺構・遺物の分類記号は下記の通りである。

 SB…掘立柱建物跡SA…柵(柱)列SK…土坑
 SD…溝跡・溝状遺構SG…河川跡SE…井戸跡

 SP…ピットSX…性格不明遺構SH…墳墓

 EB…柱穴掘方RP…登録土器・陶磁器RM…登録金属製品

 RQ…登録石器・石製品RW…登録木製品XO…出土地点不明遺物

 P……土器・陶磁器S……石

 2遺構番号は、現地調査段階での番号をそのまま報告書の番号として踏襲した。なお、2次調

 査と3次調査の番号が同じ遺構もあるが、本文中では例えば「3次調査のSG2」と扱い、混

 同しない配慮をしている。

 3報告書の基準は次の通りである。

 (1)遺跡概要図・遺構配置図・遺構実測図中の方位は磁北を示している。

 (2)グリッドの南北軸はN-20°-Eを測る。南北軸をY軸、東西軸をX軸とし、Y軸を南
 から、X軸を西からアラビア数字を付した。

 (3)遺構実測図は、1/20・1/30・1/40・1/60・1/80・1/100・1/125・1/200・1/

 400・1/500縮図で採録し、各挿図毎にスケールを付した。

 (4)遺物実測図・拓影図は、土器については1/3を標準として採録し、それ以外の場合は、
 個々に表示した。器形が想定できるものは、残存1/4以下でも図上復元した。

 (5)遺物図版については任意の縮尺とした。

 (6)遺物実測図・拓影図の土器は、土師器・赤焼土器・及び中近世陶磁器については白抜
 き、須恵器については黒塗りで表示した。土器内外面の網点は黒色処理を表している。砂

 目は漆付着、粗いドットの網点は藍鉄鋼を表している。

 (7)本文中の遺物番号は遺物実測図・遺物観察表・遺物図版とも共通のものとした。
 (8)本文中のグリッド番号は北西グリッドを使用し、「○－△G」とのみ表記した。
 (9)遺物について本文中で取り上げる場合は、「第○図△番」を「○－△」または(△)と略

 記した。

 (10)出土遺物観察表中の(　)内の数値は、図上復元による推定値であり、破片での現存値は
 省略している。なお、残存率を付記しておいた。

 (11)観察表中の出土地点欄の「F」は覆土内出土を示し、その後に付く数字は上層からの層
 位を表している。

 (12)基本層序および遺構覆土の色調の記載については、1998年版農林水産業農林水産技術会
 議事務局監修の「新版標準土色帳」に拠った。

 (13)樹種同定と骨同定の分析結果については、付編にて言及しているので、本文中での詳細
 な樹種などの記載は避け、理化学的分析に譲ることとした。
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 Ⅰ1調査の経緯

 1調査に至る経過

 志戸田縄遺跡の発掘調査は、日本道路公団の東北中央自動車道相馬・尾花沢線(上山～東根間)
 の建設工事に伴って行われた。これにより、山形県教育委員会では、平成10年7月に工事予定区

 内の遺跡の所在や性格を調べる分布調査を実施した。溝状遺構が検出され、土師器の一括出土地

 点も認められた。その結果を受けて県埋蔵文化財センターが、記録保存する遺跡内の遺構数や深

 さなどを調べる予備調査(第1次調査)を行った。古墳時代の河川跡からは土師器片が多く出土

 し、奈良・平安時代の須恵器・赤焼土器片も数点見られた。また、路線内に設けられたトレンチ

 からは河川跡・井戸跡・溝状遺構が検出された。トレンチ内の遺構検出の状況から遺跡範囲が北

 側と東側に広がった。

 2調査の概要

 今回の発掘調査は、遺跡の南東部が工事区となるため平成10・11年度の2回に分けて行われ

 た。

 第2次調査は、北西側側道部分1,150㎡の調査を先行して実施した。期間は10月27日から11月

 27日までの実質22日間である。調査はまず、道路の路線図に基づいて調査区を設定して、次いで

 遺構・遺物の検出面までの深さを再確認するためのトレンチを入れた。その結果に基づいて重機

 械を用いて表土除去を行った。その後、調査を効率的に進めるため5m×5mを一区画とするグ

 リッドを道路予定のセンター杭を基準として設定し、基準杭とした。グリッド番号は、東西軸は

 西から東へ、南北軸は南から北へ、1から順にアラビア数字をあてた。次に、ジョレンで繰り返

 し表土を削る面整理を行い、周りとの土の違いを良く見ながら遺構を検出して、白線をマーキン

 グした。遺構を埋めている土を観察するために、半分だけ掘ったり、帯状にベルトを設定して、

 移植箆などで注意深く掘り下げをする遺構精査をした。発見された遺構・遺物については、写真

 や図面などに記録した。遺物の取り上げは、グリッド単位で行い、遺構内出土の場合は遺構毎に

 番号を付した。11月26日に関係者のみの説明会を実施した。

 第3次調査は、路線内に係る残りの本線・側道部分4,550nfの調査を実施した。期間は4月19

 日から7月22日までの実質63日間である。グリッドは2次調査の基準杭を踏襲し、調査内容は2

 次調査と同様に実施した。当初調査面積4,000㎡の予定で重機械による表土除去並びにジョレン

 による面整理を行ったが、北側から検出された溝状遺構が北に延びるために調査区北側550㎡に

 ついて拡張した。その結果コの字状の区画溝が検出された。また調査区南西部において河川跡が

 検出され、南側残土置場とした部分を除いて数カ所のトレンチを設定して河川跡の流路確認を

 行った。その結果、南東部方向へ延びる流路を確認した。調査結果を踏まえて、7月19日に現地

 説明会を実施して、地元の方々の参加を多く得た。7月22日に現地の調査を終了した。
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 遺跡の立地と環境

 Ⅱ遺跡の立地と環境

 1地理的環境

 本遺跡は、山形市の北西部、馬見ヶ崎川の扇状地前縁部に位置している。東に奥羽脊梁山脈の

 一部の蔵王、龍山、雁戸山の山陵が連なり、馬見ヶ崎川水系が東から西に幾筋にも分かれて流

 れ、流路延長24㎞にも及ぶ。また、本遺跡から3㎞西に須川が南北に流れ流路沿いに自然堤防が

 形成されている。本遺跡周辺にも自然堤防状の微高地が見られ、遺跡の多くはこの微高地に立地

 している。遺跡の標高は、102mを測り、遺跡範囲は東西80m、南北200mにわたる。付近は水田

 の他、果樹、畑作、花木苗栽培に利用されている。検出された遺構の精査を行うと常時地下水が

 わき出て、昔から豊富な湧水に恵まれていた地域であることが分かる。「ドッコスイ」と呼ばれ
 る井戸を掘っており、本調査でも最近まで使用された井戸跡が確認されている。昭和36年に実施

 された土地改良事業によって遺構面が削平されている箇所もあったが、多くは残存して、主に古
 墳時代前期の土師器や、奈良・平安時代の須恵器・赤焼土器、中世の陶磁器や木製品が出土し
 た。また、地山層が灰黄褐色砂質シルトでややグライ化している。

 2歴史的環境

 周辺の自然堤防上に多くの遺跡が立地しており、発掘調査の成果が年々集積している。

 弥生時代の集落・墓域では、本遺跡の北東側2.5㎞離れて河原田遺跡があり、弥生時代の住居
 跡や6基の墓坑などが検出された。土師棺甕が1基、木棺墓もしくは木槨墓が5基確認され、壺
 や浅鉢、高坏などがまとまって出土した。

 北東側2.6㎞から北北東側4㎞までで今塚遺跡や服部遺跡、藤治屋敷遺跡、馬洗場遺跡が位置
 しており、古墳時代前期の良好な遺構・遺物が確認されている。今塚遺跡では、塩釜式の土師器
 が出土している竪穴住居跡30棟が検出された。藤治屋敷遺跡では、SG213から古墳時代前期の

 土師器と共伴する木製品が多数出土し、二又鋤などの農耕具が出土している。馬洗場B遺跡で

 は、日本海側最北の内行花文鏡(破鏡)が出土しており、その他4世紀前半代の土師器が出土して
 いる。また、東側2㎞離れて国指定史跡嶋遺跡があり古墳時代後期の倉庫跡や住居跡などが確認
 され農耕遺跡として知られている。本遺跡西側・南側には、古墳時代後期の去手路古墳群や栗囲
 式の土器が出土している塚田遺跡が位置する。当時周辺では、古墳時代全体を通じて集落が点在
 していたと思われる。

 奈良・平安時代では、前述した今塚遺跡で本遺跡と同時期の9世紀代の土器が出土する遺構が
 確認されている。溝跡から「『□為』仁寿参年六月三日」と表記された木簡が出土している。仁
 寿3年は西暦853年で土器の編年代と一致する。

 また、本遺跡周辺には椹沢楯、飯塚楯、椹沢楯ノ内遺跡などの中世城館跡がある。中近世を通
 して交通の要所で周辺に「宿」の付く地名がある。また、本調査で確認された区画溝などの痕跡
 を昭和初期の字限図で確認したが見あたらなかった。
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 遺跡の概観

 Ⅲ遺跡の概観

 1基本層序

 基本層序は、1層目がにぶい黄褐色砂質シルトの耕作土、2層目が暗褐色砂質シルトもしくは黒
 褐色砂質シルトの耕作土である。3層目が灰黄褐色砂質シノセトのややグライ化した地山層で、その
 下層に褐色微砂が広がる。表土下層に黒褐色の遺物包含層が入る所もある。古墳時代の土師器が出
 土する。

 2遺構と遺物の分布

 調査で検出された主な遺構は、掘立柱建物跡7棟、柵列跡2基、井戸跡8基、河川跡2条、溝状
 遺構29条、墳墓1基、土坑30基、その他多難椿不明遺構やピットが検出されている。これらの
 遺構は、古墳時代・平安時代・中世に大別される。'蜘遜南側に河川跡が検出され、塩釜式
 段階の土師器が多数出土している。特に中央部を東西に貫流するSG3において、やや西側に偏っ
 て土器出土量が多い。今回の調査では路線内の調査に限られているが、北西方向に遺跡範囲が広が
 るものと思われ、集落が西側に展開することが予想される。

 平安時代の遺構は、SD302のみである。オリーブ褐色微砂の覆土中に9世紀代の須恵器・赤焼
 土器が出土している。「王」と墨書された須恵器圷が出土している。なお、今塚遺跡においても4
 点の「王」と書かれた須恵器が出土している。

 中世は、本遺跡の大半を占めており、掘立柱建物跡を中心として、コの字に区画する溝を巡らし
 た屋敷跡と推測される。また区画溝から多数の塔婆などの木製品と12世紀後半代の内面に劃花文の
 ある青磁碗破片が出土している。その他、屋敷に付設された深さ1m内外の井戸跡が検出された。
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 第2次調査

 Ⅳ第2次調査

 1検出された遺構

 SG3(遺構:第5・6図、遺物:11-1～15-38)

 12-21～9-23Gで検出された。西側をSD2から南北に切られ、上層はほ場整備のために削

 平を受けている。調査区南側で検出され、東西に貫流する河川跡である。幅7～9m、現存長21

 mで深さ60cmを測る。壁はやや緩やかに立ち上がり、中央部が盛り上がり中州状になっている。

 底面直上に植物の腐植物と河床礫が多量に確認された。覆土上層は黒色ないし黒褐色土で粘性が

 強い。中層に黄色系の砂層を挟んでいる。下層は灰白色の砂粒の混入している黒褐色粘土が堆積

 している。覆土中にも腐植性の未分解有機物が混じっている。

 遺物の大半が古墳時代の古式土師器で、登録遺物は11点である。古式土師器が662点、須恵器

 7点、赤焼土器3点、近世陶器5点、棒状や部材と見られる不明木製品5点が出土している。遺

 物は1・2層目で多く出土され、古式土師器の器種は圷・器台・壺・甕がある。特に器台が4点

 出土して、外面ミガキ調整を行い、赤彩を施している。口唇部が外反し(11-7)脚部に透孔(11-

 9・10)を穿っている。また、小型または中型の壺があり、体部中位から外反する器形で口頸部

 が長いもの(11-14)や体部上位から屈曲するもの(12-17)がある。大型で口縁部が複合状になる

 もの(13-24)もある。甕の大方の器形は体部が球胴形で胴張りのもので、やや体部が膨らむもの

 もある。土器様式の層位間の違いが余り認められず、時期差の無い廃棄と考えられる。土器様相

 は、器台の円孔の有無や小型化になる点や壺の体部が球胴形から扁平に変化する点から辻編年の

 Ⅲ－3～4(辻1995)に該当すると思われる。なお、1層目の黒色粘土層より上層に黄色褐色微

 砂が残存する所があり、近世(18世紀後半)の国産陶磁器小片が確認されている。3次調査でSG

 3上層の調査で出土した近世の農具(エボリ)との関連で、当地区の近世灌漑地業に係わるものと

 思われる。

 SD2(遺構:第11・12図、遺物:15-39～18-54)

 9-24～10-19Gで検出された。調査区の設定で北西部が未調査である。南側でSG3を切

 る。南北に直線的に延びる溝跡である。幅2.2～3.3mで、現存長で36m、深さ40cmを測る。壁の

 立ち上がりがやや緩やかで、底面はほぼ平坦である。覆土上層は、黒褐色粘土ないしシルト質粘

 土で泥炭層である。下層は黄灰色土ないし灰色粘土である。主体となる遺物は下駄などの木製

 品・刀子のような金属製品である。流れ込みと思われる磨石1点や古式土師器30点、須恵器2点

 の他、石鉢1点や漆器1点、下駄7点、刀子1点が出土している。遺構が北西部に延びているこ

 とから、3次調査で検出されたSD4と同一遺構の可能性がある。漆器は漆器皿(16-46)1点の
 みで、内外面に黒色漆が塗られている。出土した下駄は、すべて差歯下駄である。使用した際の

 指圧痕が、明確に残っている。(16-47)歯部、(16-48)台後部のみの資料に炭化している部位があ
 り、若干の被熱を認める。先端部が欠損している刀子と組になるような刀鞘が3次調査SD4で

 出土している。
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 第2次調査

 SK4(遺構:第9図)

 10-23Gで検出された。平面形はやや東側に張り出す楕円形で、長径102cmで短径58cm、深さ

 7cmと浅い掘り込みで底面がやや窪む。覆土は黒色ないし黒褐色粘土である。出土遺物は古式土

 師器小破片14点である。

 SK5(遺構:第9図、遺物:19-55～57)

 11-22Gで検出された。平面形は不整形である。長径81cmで短径67cm、深さ38cmを測る。断面

 形が下層でやや膨らむフラスコ状を呈する。覆土上層は暗褐色粘土質シルトで下層は黒色粘土質

 シルトである。出土遺物は、古式土師器16点である。上層包含層で古式土師器が散乱している。

 SK10(遺構:第9図)

 12-26Gで検出された。平面形はほぼ円形である。長径60cmで短径50cm、深さ25cmを測る。断

 面形はレンズ状で、覆土は黒色粘土で黒褐色砂質土がブロック状に混じる。

 SK12(遺構:第9図)

 11-27Gで検出された。平面形はほぼ円形である。長径82cmで短径75cm、深さ20cmを測る。擂

 鉢状に掘り込まれ、立ち上がりがやや緩やかである。覆土上層は、黒色粘土を基調とし、下層は
 黒褐色土を基調とする。

 SK22(遺構:第10図)
 11-29Gで検出された。平面形は、西側がやや張り出す不整方形である。長径88cmで短径40cm、

 深さ8cmを測る。浅い掘り込みで、底面で若干の起伏がある。覆土は、単層で黒色粘土を基調と
 する。

 SK23(遺構:第10図)

 9-21Gで検出された。平面形は、南東側に張り出した不整方形を呈する。長径53cmで短径
 42cm、深さ14cmを測る。南東側が緩やかに立ち上がり、やや北西側に底面が窪む。覆土は、黒色
 粘土を基調とする。

 SK24(遺構:第10図)

 12-19Gで検出された。平面形はほぼ円形である。長径72cmで短径52cm、深さ18cmを測る。壁
 の立ち上がりが緩やかで、底面に起伏がある。覆土は、黒褐色砂質粘土を基調とする。

 SK25(遺構:第10図)

 12-20Gで検出された。平面形は、東西にやや長い楕円形である。長径82cmで短径55cm、深さ
 14cmを測る。壁の立ち上がりが緩やかで、西側底面に窪みがある。覆土は、上層が黒色粘土で、
 下層が黒褐色砂質シルトを基調とする。

 なお、SK17については、3次調査で全容が判明したSB14に関連する施設と思われ、遺物以
 外は3次調査の中で言及した。また、遺物も上層からで少なく、磨石や多条の擂鉢で積極的に土
 坑の時期決定に係るとは思えず、掘立柱建物跡との関連は、若干の検討を要する。
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 第2次調査

 2出土した遺物

 ここでは、2次調査で出土した主な遺物について概略していく。なお、詳細な点については、

 「第2次調査出土遺物観察表」に記載している。

 SG3(遺物:ll-1～15-38)

 古式土師器圷については、体部上位で口縁部が屈曲するもの(11-1)、やや膨らむ体部に短い

 口縁部が付くもの(ll-2)、手づくねで体部が直線的に延びる器形(11-4)や内弩する器形(11

 -5)がある。なお、外反する口縁部のみのもの(11-3)もある。器台は、受部のみで口唇部が

 直線的に立つもの(11-7)、3方に透孔があり、丁寧なミガキ調整があるもの(11-9・10)があ

 る。高坏は、圷部のみのもので、体部下位で弱く屈曲する器形がある(11-6)。壷は、口頸部が

 長く、球形の体部が付く器形(11-13・14・15・16)、中型で口頸部が短く、縦長な体部が付く器

 形(11-11・12・17)がある。また、大型でやや外反する複合口縁をもつ器形(13-24)、大型で縦

 長な体部をもつもの(13-23)がある。また、小型の半球形に近い体部をもち、口縁部がやや外反

 する鉢(12-19)、頸部がやや狭く、なで肩の器形(12-20)がある。甕は、口縁部が外傾し、球胴

 形の体部がつくもの(12-21)、口縁部がやや直立し、体部中位が胴張りのもの(12-18・14-34・

 35)、口縁部が外反し、なで肩のもの(12-22・15-37)、体部上半に最大径のあるもの(13-28)

 がある。他にやや内奮する体部をもつ須恵器圷(15-38)、直立する体部をもつ赤焼土器鉢(15-

 41)がある。

 SD2(遺物:15-39～18-54)

 古式土師器の器台受部で口唇部が鋭いもの(15-39)、須恵器で甕の口唇部が上方につまみ出す

 もの(15-40)や体部で外面タタキ・内面アテ痕調整を施すもの(15-42)、やや扁平な磨石(15-

 43)がある。以上は出土状況から流れ込みと思われる。2面に使用痕がありノミ状工具の研磨痕

 がある砥石(15-44)や直行する体部をもつ石鉢(15-45)がある。漆器は成形がロクロ挽きで黒色

 漆で全面を塗っている漆器皿(16-46)一点のみである。(16-47～18-53)は差歯下駄である。歯

 部(16-47)、台後部(16-48)の一部に被熱した箇所がある。

 その他歯部が欠損しているが、ほぼ同じ形態をしている。すべて露卯である。平面形態は前台部

 が方形で台後部がやや尖った半円形を呈する。円形の緒穴を斜めまたは直線的に穿たれている

 (16-49～18-53)。先端部の欠損した刀子の刀身(18-54)がある。

 SK5(遺物:19-55～57)

 古式土師器壷で口縁部が外反するもの(19-55)、甕で短い口縁部がやや直立するもの(19-55)や

 口縁部が直立した後外反するもの(19-57)がある。

 SK17(遺物:19-58・59)

 細かい卸目を刻んでいる擂鉢底部から体部までの破片(19-58)や流れ込みで磨石(19-59)が出
 土している。

 グリッド(遺物:19-60～65)

 土師器は、体部上位で屈曲する圷(19-60)、透孔が認められない器台脚部(19-62)、頸部に突
 帯を巡らしている壷(19-63)、外反する口縁部をもつ甕(19-64・65)がある。
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               第2次調査表－1　第2次調査出土遺物観察表
               遺物番号計測値(m/m)調整技法               挿図番号種別器種口径底径器高器厚底部外面内面出土地点登録番号残存備考
               1土蔀器圷(136)5ヘラミガキヘラミガキSG3Fl114以下赤彩、煤付着、細砂混

               2土師器圷(80)5ナデナデSG3F21/4赤彩、細砂混

               3土師器圷(108)4ナデナデSG3F2贈1/4以下粗砂痕

               4土師器圷485平底ヘラケズリヘラケズリSG3Fl1/3赤彩、緻密
               5土師器不304平底ヘラケズリヘラミガキSG3F2贈2/3手ずくね、粗砂混
               6土師器高坏6ヘラミガキヘラミガキSG3F2～31/4以下囎

               7土師器器台(94)7ナデ→ハケ目→ミガキハケ目→ミガキSG3F2RP211/3赤彩、緻密

               第11図8土師器器台5ヘラミガキヘラミガキSG3F21/4以下赤彩、細砂混
               9土師器器台(128)6ナデ→ミガキナデ→ハケ目SG3F31/4以下赤彩、細砂混

               10土師器器台(140)5ナデ→ヘラミガキナデ→ハケ目SG3F31/4赤彩、緻密
               11土師器壺5ハケ目→ヘラミガキハケ目→ナデSG3F11/4以下細砂混
               12土師器壺(160)4ハケ目→ヘラミガキハケ目SG3F31/4以下赤彩、細砂混
               13土師器壺(150)4ナデ→ヘラミガキナデ→ヘラミガキSG3F2RP141/4以下赤彩、細砂混

               14土師器壺1805ナデ、ハケ目→ヘラ誉ガキハケ目→ヘラミガキSG3F2RP81/2赤彩、細砂混
               15土師器壺406ヘラミガキヘラナデSG3F2RP221/3赤彩、緻密

               16土瓶器壺1105丸底力ハケ目→ヘラミガキハケ目→ナデ・ヘラミガキヘラナデSG3F1RP22ほぼ完形赤彩、緯密
               17土師器壺110401326平底ナデ→ヘラミガキ、ハケ目→ナデ・ヘラミガキハケ目→ヘラミガキ、ナデ→ヘラミガキSG3F1RP2ほぼ完形赤彩、緻密
               18土師器甕(116)591837平底ヘラケズリ→ナデハケ目→ナデ、ヘラケズリ→ヘラナデSG3F22/3粗砂混

               第12図19土師器鉢9338716平底ハケ目→ヘラミガギ、ヘラケズリ→ハケ目→ナデ・ミガキナデ→ヘラミガキSG3F1脱ほぼ完形赤彩、緻密
               20土師器壺(140)7ハケ目→ナデハケ目→ナデSG3F21/4以下粗砂混
               21土師器甕(204)(68)(240)5平底ハケ目ハケ目SG3F2RP151/2粗砂混
               22土師器甕(140)5ナデ→ハケ目ハケ目→ヘラミガキSG3F21/4以下粗砂混
               23土師器壺6ハケ目→ヘラケリ→ヘラミガキヘラケズリ→ヘラミガキSG3Fい2PR19・201/4外面炭化物付着、粗砂混
               24土師器壺11886(298)7平底ヘラミガキ、口部指オサエハケ目→ヘラナデSG3F21/4細砂混
               25土師器甕706平底ハケメ→ヘラミガキヘラミガキ、ヘラナデSG3F1購2/3細砂混               第13図26土師器甕9512平底ハケ目ハケ目SG3F21/4以下細砂混
               27土師器甕567平底ハケ目ハケ目SG3F21/4以下緻密
               28土師器甕406平底ヘラケズリヘラケズリSG3F2㎜1/4以下粗砂混
               29土師器甕636平底ハケ目ハケ目、ヘラナデSG3F1・2RPl1/4以下粗砂混
               30土師器甕487平底ヘラナデハケ目→ナデSG3F1・2RPl1/4以下煤付着、細砂混
               31土師器甕(114)5ハケ目→ナデナデSG3FlRPl1/4以下粗砂混
               32土師器甕(60)6平底ヘラケズリヘラケズリSG3FlRP71/4以下粗砂混               第14図33土師器甕606平底ハケ目ハケ目SG3F21/4以下細砂混
               34土師器甕(202)5ハケ目→ナデハケ目→ナデSG3F21/4以下粗砂混
               35土師器甕(170)6ハケ目→ナデハケ目→ナデSG3F2・31/4以下煤付着、細砂混
               36土師器甕(260)6ハケ目→ナデハケ目→ナデSG3F21/3粗砂混
               37土師器甕(220)5ナデ、ヘラナデハケ目→ナデSG3F1贈1/4以下粗砂混
               38須恵器圷(140)(82)508ロクロナデロクロナデSG3F21/3細砂混
               39土師器器台(78)5ヘラミガキ→ナデヘラミガキ→ナデSD2F3RPI81/4以下赤彩、緻密
               40須恵器甕9ロクロナデロクロナデSD2F21/4以下細砂混

               第15図41土師器鉢(146}9ハケ目→ミガキ、ナデハケ目SG3F31/4以下細砂混
               42須恵器甕15タタキ目アテ痕SD2F31/4以下細砂混
               43石製品磨石長90短70厚64SD2F1RQ12欠損ナシ打痕穴数カ所有り
               44石製品砥石長65短59厚20SD2欠損有り2面使用痕、ノミ状工具研磨痕
               45石製品石鉢長90短54厚36SD2欠損有り工具痕若干残る
               46木製品漆器皿長88幅66高20厚5高台付ロクロ成形ロクロ成形SD22/3内外面黒色漆塗り
               47木製品下駄長50幅87厚16SD2歯部のみ歯部炭化               第16図48木製品下駄長75幅80厚29SD2台後部台部炭化
               49木製品下駄長231幅77厚29SD2歯部欠損指圧痕有り
               50木製品下駄長227幅61厚26SD2F1RW11欠損有り指圧痕有り               第17図51木製品下駄長216幅60厚29SD2F1RW13欠損有り指圧痕有り
               52木製品下駄長221幅91厚32SD2歯部欠損指圧痕有り

               第18図53木製品下駄長223幅31厚25SD2欠損有り
               54金属製品刀子長140幅22厚1.5SD2YRMl7先端欠損腐植有り
               55土師器壺(200)9ナデナデSK5RRlO1/4以下細砂混
               56土師器甕(130)4ヘラケズリ→ナデナデ、ヘラナデSK5F21/4以下外面多量に煤付着、粗砂混
               57土師器甕5ナデナデSK5F21/4以下細砂混
               58中世陶器掻鉢15ハケ目卸目力SKl7F21/4以下細砂混
               59石製品磨石長106幅52厚42SK17F2欠損有り

               第19図60土師器圷(154)4ヘラミガキヘラミガキ10-12G1/4赤彩、細砂混
               61土師器甕609平底ヘラミガキ→ヘラケズリg-22G1/4以下内面煤付着
               62土師器器台(120)6ヘラミガキハケ目→ナデ・ヘラミガキ10・ll-20G1/4以下赤彩、緻密
               63土師器壺6ヘラミガキカナデ10・11-20G1/4以下粗砂混
               64土師器甕(230)9ハケ目→ヘラミガキヘケ目→ヘラミガキ10・11-20G1/4以下粗砂混
               65土師器甕(220)9ハケ目→ナデハケ目→ナデ9-22G1/4以下細砂混

               -26-
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 Ⅴ第3次調査

 1検出された遺構

 古墳時代の遺構

 SG2(遺構:第20図、遺物:46-38～45)
 7-13～20-7Gで検出された。西側でSD302から切られ、調査区の設定で東西流路につい

 ては不明。幅3.6～7.5mで現存長は80m、深さ105cmである。河川南西部についてはトレンチに

 よる範囲確認のみとした。壁途中に段のある箇所もあるが、やや垂直な立ち上がりである。覆土

 上層は黒色粘土、下層はオリーブ黒色粘土を基調とする。遺物は、古式土師器120点、土製品1

 点、上層から須恵器2点、白磁碗1点や染付皿1点、近世磁器1点が出土している。遺物は覆土

 上層から出土し、河床付近からの出土がなかった。

 SG3(遺構:第21図～23図、遺物:41-1～45-37)

 13-21～19-12Gで検出された。第2次調査で検出された箇所の東側にあたる。調査区中央を

 東西に貫流する。幅9～14mで現存長60m、深さ90cmを測る。壁の立ち上がりや覆土の状況は2

 次調査と同様であった。出土遺物の大半は古式土師器で450点を数え、その他覆土中に板状木製

 品1点が出土している。上層の須恵器小片5点、近世陶磁器16点、近世の金属製品2点、近世の

 農耕具関係の木製品11点がある。

 SK329(遺構:第24図、遺物:46-46・47)

 17-10Gで検出された。平面形は北側がやや張り出す円形である。長軸112cmで短軸110cm、深

 さは40cmを測る。壁の立ち上がりで途中に段をもち、開口部で外側に広がる。覆土上層は、黒褐

 色砂質粘土を基調とし、下層は黒褐色ないし黒色土でSG3覆土同様に腐植物を含む堆積を見せ

 ている。出土遺物は、古式土師器30点を数える。古式土師器甕が底面直上から出土している。
 SK330(遺構:第24図)

 18-10Gで検出された。平面形は南西部が張り出した楕円形を呈している。長軸138cmで短軸

 90cm、深さ57cmを測る。壁がやや垂直に立ち上がり、開口部が外側に広がる。覆土上層が、黒色

 ないし黒褐色土でシルト性強い。下層は微砂を多く含む粘土で腐植物が多量に混じる。堆積状況

 がSK329とほぼ同じのため同時期の遺構の可能性がある。

 SH410(遺構:第25図、46-48・49)

 18-10～16-11Gで検出された。ほとんど近年の攪乱により破壊され、わずかに周淫を残すの

 みである。南側ブリッジの他3箇所の残存があり、南側に向かって隅丸方形に巡る様子が窺え

 る。北側の部分が削平され、主体部も破壊されている。幅0.8～1.6m、深さ10cmを計る。墳墓全

 体の東西長は10.8mである。上層が削平されており、壁の立ち上がりが不明である。底面は平坦
 である。覆土はオリーブ黒色砂質シルトでグライ層である。遺物は、南側ブリッジ付近から古式

 土師器小片が25点、流れ込みの陶磁器小片2点が出土している。
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 奈良・平安時代の遺構

 SD302(遺構:第26図～28図、遺物:47-52～50-109)
 21-14～10-12Gで検出された。東側でSG3を、西側でSG2を切っている。東西に貫流す

 る。規模は幅2.4～3.6mで現存長60m、深さ65cmを計る。断面形は、ややU字形で、覆土上層は
 オリーブ褐色微砂、下層で暗オリーブ色微砂が堆積する。遺物は、須恵器350点、赤焼土器・土

 師器400点、木製品3点・石製品1点出土している。須恵器圷は、底径がやや小さく体部が直線

 的に立つ器形(47-52・53)や底径が小さくなる器形(47-54)、体部が直線的に立った後口唇部が
 外反する器形(47-58～63)がある。底部の切り離しは回転糸切りである。なお、墨書土器が21点
 出土しており、その他双耳坏や赤焼土器有台圷・皿・鉢、土師器圷・高台付圷・甕、挽物大盤、
 砥石、近世陶器擂鉢が出土している。

 中世の遺構

 北側掘立柱建物跡群(遺構:第29図～35図)

 調査区北側に集中して検出された建物跡について概略的に述べていく。

 SB14(遺構第29図)

 13-28～12-28Gで検出された。棟方向は、磁北から75度西に傾く。規模は、梁行2間x桁行

 3間の側柱建物である。

 SB32(遺構第30図)

 14-28～13-27Gで検出された。棟方向は、磁北から80度西に傾く。身舎の規模は、梁行2間

 ×桁行3間で、北側片面のみ庇を付設している。

 SB81(遺構第31図)

 14-28～14-27Gで検出された。棟方向は、磁北から20度東に傾く。規模は、梁行3問×桁行

 4間の側柱建物である。柱穴の形状はほぼ円形である.

 SBl16(遺構第32図)

 15-27～14-26Gで検出された。棟方向は、磁北から80度西に傾く。規模は、梁行2間x桁行

 3間の側柱建物である。

 SB125・SA412(遺構第33図)

 15-27～15-26Gで検出された。棟方向は、磁北から10度東に傾く。規模は、梁行1間×桁行

 2間の側柱建物である。東側にSA412が付設される。

 SB170(遺構第34図)

 15-25～15-24Gで検出された。棟方向は、磁北から15度東に傾く。規模は、梁行1間×桁行

 3間の側柱建物である。

 SB181(遺構第35図)

 14-25Gで検出された。棟方向は、磁北から75度西に傾く。規模は、梁行1間×桁行2間の側

 柱建物と推定される。

 SA411(遺構第35図)

 15-28Gで検出され、棟方向は、磁北から15度東に傾く。SB32に付設かと思われる。
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       第3次調査

       表一2掘立柱建物跡観察表

       構成図方向規模柱間寸法掘り方・覆土備考

       SBO-O-O-O東西軸梁行梁行囲15・17間Lgm、EB17・18間L7m径20cm前後。東側EB22を補強する
       14llN-75。一W3.6～3.7mEB21・22間L95m、EB22・23間L75mほぼ円形。柱穴としてEB50・

       0011桁行6.6～6.8m桁行EB16・24間2.5m、旧B18・19間2.15mEB19・20間a6m覆土として、アタリ部分は黒褐色質シルト、掘り方は黒褐154を検出している。EB15・18・19は、2
       0-O-O-023.8㎡他はao5m色砂質シルトで固くしまつ次調査にて確認され

       (7.5坪)ている。深さは、確認面からている。
       4～25㎝1ほどである。

       SBO-Q-Q-Q東西軸梁行梁行悩0・42蹴9m径30～40㎝。北西隅の柱穴、東側
       32IIN-80。一W4.6～4.8m脳・163間2.Om円形または楕円形。柱列の真中の柱穴は

       一〇一〇一〇桁行EB163・ゴ晒隅柱穴間約1.7m覆土として、アタリ部分は黒検出できない。
       lI7.8m桁行EB35・北東隅柱穴閾約2・6m、EB18・色粘土質シルト、掘り方は暗EB38・41ともに柱の

       0-0-0-035,8㎡(11.3坪)19間a15m騰5・38問a6m、EB38・40間a5m褐色砂質シルトで固くまっている。差替えがなされる。EB344は上層を撹乱
       EB44・344問2.4m、EB43・344問2・8m深さは、確認面から10～40㎝により破壊されてい
       E図2・43問2,5mほどである。る。

       庇EB33・34問2.5m、囲34・36間2.7mEB41覆土中に、大きな礫が含
       EB36・39間2.6mまれる。
       北東隅柱穴・尼B33間α9m
       ㎜9・41剛,Om

       SB0-0-O-0-0南北軸梁行梁行EB78・82間、BB87・156間0.9m径15～30㎝。ほぼ円形。南側西寄り、西側北
       81IIN-20。一E2.5mEB78・96問1,0m、EB83・96間α6覆土として、アタリ部分は黒寄りの柱穴が検出で

       00桁行BB86・156剛.6m色粘土質シルト、掘り方は暗きない。

       1・1『5.6～5.8ml生0盃桁行EB82・84間3.Om、EB86・98間Llm騰3・97問1.Om、EB92・97間aOm褐色砂質シルトで固くまっている。EB85をEB86が一部壊している。
       0-0-0-0(生4坪)m87・91問1.3m深さは、確認面から5～25㎝

       ㎜・98間、B91・92間1.5mである。

       SBO-0-0-O東西軸南北南北EBl17・124間、EBlI9・120問L5m径15～30㎝。SB125と切り合って
       II6IlN-80。一W3.2～3.4mEB123・124剛.7mほぼ円形。いるが、柱穴同士の

       0011桁行3.0～3.4mEB120・121間1.9m東西EBl17・l18剛.2m覆土として、アタリ部分は黒色粘土質シルト、掘り方は暗切り合いもなく新旧関係は不明。
       0-O-09.6niEB118・146問0,7m褐色砂質シルトで固くまって

       (鋪坪)B119・146剛.3mいる。
       EB121・122間2.Om深さは、確認面から5～20㎝。
       EB122・123問1.Om

       SB0-O-Q南北軸梁行梁行EB126・147問、EB130・131間2.3m径10～25㎝。EB130をEB129が一部
       125lIN-10。一E2.3皿桁行EBI26・132間2,lmほぼ円形。壊している。

       O-0-O桁行m131・132間1.5m覆土として、アタリ部分は黒
       3,6mEB130・幽間1.9m色砂混じり粘土、掘方は暗褐
       8.3nfBl姐47間1.7m色微砂で固くしまっている。
       (a6坪)深さは、確認面から8～25㎝。

       SB0-O-0-O南北軸梁行梁行EB171・172問1.8m径10～30㎝。西側の柱穴列の南寄
       170IIN-15。一EL7～1.8mEB175・176間1.7mほぼ円形。り1本が確認できな

       O-0-0桁行桁行旧B171・178剛.2m覆どとして、アタリ部分は黒い。
       4,0m田176・178問a8m色粘土質シルト、掘り方は暗小規模な小屋的な建
       6.8血EB174・213剛,lm褐色微砂で固くしまってい物を想定できる。
       (al坪)田174・175問1.5mる。

       深さは、確認面から6～18㎝。

       SB0-0-O東西軸梁行南北EBl艇・186間1.3m径15～30㎝。上層部分の削平があ
       1811N-75。一W1.3m以上東西猛B182・183問1,5mほぼ円形。るため南東方向に建

       O東西EB183・184問L65m覆土として、アタリ部分は黒物跡の範囲が延びる
       3.15m以上色粘土質シルト、掘り方は暗可能性がある。掘立
       4.1㎡以上褐色微砂で固くしまってい柱建物跡を想定した。
       (L3坪)る。

       深さは、確認面から5～12Cm。

















 第3次調査

 井戸跡・土坑(遺構:第36図～37図)

 ここでは、中世の井戸跡・土坑の主なものについて述べることとする。なお、井戸跡はすべて素
 掘り井戸であり、開口部の形状が当時から変化したと思われ、「技術として大差がなく、形は崩

 壊によって変わるため、形状による細別は原則として行わない」(宇野1982)こととする。
 SE7(遺構:第36図)

 13-24Gで検出された。平面形は、やや西側に張り出した不整楕円形である。南北長114cmで
 東側が欠損しているため東西長は不明である。深さは確認面から70cmを測る。底面は、北側に極
 端に窪み、壁は垂直に立ち上がり開口部で外側に大きく開く。覆土は、黒色粘土質シルトの単層
 で灰黄褐色微砂をブロック状に含む。調査区内にある井戸跡に共通して見られる堆積状況で、人
 為的な埋積である。近接する建物はSB181で北東に3m離れる。

 SE8(遺構:第36図)

 13-25Gで検出された。平面形はほぼ円形である。南北長が120cmであり、深さは確認面から
 50cmを測る。底面が北側で少し窪み、壁がやや垂直に立ち上がる。北側で開口部が少し広がる。
 覆土は前述した人為的な埋積である。近接する建物はSB181で東に4.5m離れる。

 SEll(遺構:第36図)

 13-26Gで検出された。平面形はほぼ円形である。上層が削平されている。長径76cmで短径
 70cmであり、深さは確認面から36cmである。壁はやや垂直に立ち上がり、断面形はレンズ状を呈
 する。覆土は前述した人為的な埋積である。近接する建物はSB81で東に3.5m離れる。
 SE12(遺構:第36図、遺物:51-113)

 13-26Gで検出された。平面形はほぼ円形である。長径94cmで短径86cmであり、深さは確認面
 から60cmである。底面はやや南側に傾斜し、壁はやや垂直に立ち上がる。遺物として曲物の底板
 1点が底面から出土した。覆土は前述した人為的な埋積である。近接する建物はSB81で東に
 4.4m離れる。

 SE59(遺構:第36図)

 13-26Gで検出された。平面形はほぼ円形である。長径80cmで短径74cmであり、深さは確認面
 から68cmである。断面形は筒形でロート状を呈する。覆土は前述した人為的な埋積である。近接
 する建物はSB81で東に0.2m離れる。

 SE199(遺構:第37図)

 17-25Gで検出された。西側でSK198を切っている。平面形は、南北に長い楕円形である。
 長径96cmで短径84cmである。深さは確認面から50cmを測る。壁は垂直に立ち上がり、開口部直下
 で外側に開く。覆土は前述の人為埋積である。近接する建物はSB170で西に7.5m離れる。

 SE208(遺構:第37図)

 16-24Gで検出された。平面形は、やや北側に張り出した不整楕円形である。長径110cmで短
 径100cmである。深さは確認面から68cmである。壁の立ち上がりが垂直で、開口部でやや内側に
 入る。覆土は単層で人為埋積である。近接する建物はSB170で西に5m離れる。
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 SE209(遺構:第37図)

 19-24Gで検出された。平面形はほぼ円形である。長径90cmで短径88cmである。深さは確認面

 から68cmである。壁が垂直に立ち上がり、底面が平坦である。覆土は単層で人為埋積である。近

 接する建物はSB170で北西に3.5m離れる。

 SK336(遺構:第37図)

 19-23Gで検出された。調査区を東側に若干拡張した箇所で確認された。平面形はほぼ円形で

 ある。長径64cmで短径62cmである。深さは確認面から24cmである。断面形がレンズ状で、覆土が

 単層で井戸跡と同じ傾向を示す。上層での削平をあまり受けていない浅い掘り込みであることや

 底面が砂状ではないため土坑と判断した。

 SD4(遺構:第38図・39図、遺物:52-114～53-126・54-129～55-133・55-135～56-137)
 11-30～18-20Gで検出された。北側でSD5を切っている。南側で上層からSG3を切って

 いるものと推定される。北側と中央部で西側にL字に屈曲する溝跡である。コの字形に建物跡の

 東側を区画している。北西側一部が一部側道工事との関連で調査できなかったが、遺構の大部分
 が検出できたことと木製品などの遺物の分布が東側に偏っていたため大方の内容を把握すること
 ができた。幅0.5～1mで現存長82mであり、深さは確認面から5～20cmを測る。覆土は単層で
 黒色粘土質シルトを基調とし灰黄色褐色微砂をブロック状に混じる。遺物は、輸入磁器2点、須
 恵器系陶器4点、土製品1点、砥石1点、木製品11点、動物遺体2点が出土している。

 SX195(遺構:第40図)
 17-26～16-25Gで検出された。平面形は南側に張り出した丁字形である。長径3mで短径

 2.3mであり、深さは確認面から36c皿を測る。覆土は井戸跡同様に黒色粘土質シルトで人為埋積
 である。

 SX342(遺構:第40図、遺物:55-134・56-138・139)
 15-29～15-28Gで検出された。南西側でSD6を切っていると推定される。平面形は隅丸長

 方形である。長径3.8mで短径2.5mであり、深さは確認面から40cmを測る。北側でやや緩やかに
 立ち上がる。覆土は単層で黒色粘土質シルトを基調とした人為埋積である。覆土北西側に自然木
 が堆積する。遺物はすべて覆土中位から上層にかけて出土している。底面から出土している遺物
 はなかった。遺物は、須恵器系陶器1点、土師器甕1点、木製品1点、焼骨片4点が出土してい
 る。人骨は、南壁寄りの覆土内のみで出土している。埋葬に関連した施設なのか、人為埋積の際
 に入ったものかは不明である。
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 2出土した遺物

 SG3(遺物:41-1～45-37・53-127)

 先に古式土師器について述べる。(41-1)は、圷で扁平な球形の体部にクの字状に開く口縁部を

 もつ。底部中央に若干の窪みがある。(41-3・4)は高坏で中実棒状脚とハの字に開く裾部をも

 つ。器台は、口縁部が内蛮する(41-5・7)と外反する(41-6)がある。脚部に3方に透孔を施

 して丁寧にミガキ調整を行っている(41-7・8)。(41-9)は鉢である。底部が平底で、体部か

 ら口縁部まで内奮して立ち上がる。(41-2・10～42-14)壺である。(41-2)は、体部のみであ

 るが小型の直口蓋と推定される。(41-14)は底部のみである。(41-10)は、体部中位から屈曲外反

 する口頸部をもつ壺である。(42-11)は若干膨らむ体部に短い口縁部がつく。短い口縁部が立つ

 (42-12)もある。複合口縁をもつ(42-13)がある。甕は、口縁部が外傾し、球胴形の体部がつく

 もの(42-19)、口縁部が外債・外反し、体部中位が胴張りのもの(42-15・17・18・25)、口縁部

 がやや直立するもの(43-22)、口縁部が外反し、なで肩のもの(42-16・43-20・21・24)、体部

 上半に最大径のあるもの(43-23)がある。甕のハケメ調整をするもの以外にヘラ削りやナデによ

 る調整もあり、塩釜式期の最終段階周辺の様相を示す(青山1998)。(45-36)は、古式土師器と

 共伴した板状木製品で、出土時には暗渠により斜めに壊されていた。用途は不明である。その他

 上層で須恵器甕体部(44-30)、近世陶器瓶底部(44-31)、擂鉢(44-32・33)、金属製品キセル吸

 い口(44-34)、銅製の半球状製品(44-35)、木製品の田下駄と思われる農具(45-37)が出土して

 いる。曲物の底板(53-127)も出土している。近世の遺物は、小破片で図化はしなかったが、外
 面に二重網目文のある肥前産の碗が共伴している。

 SG2(遺物:46-38～45)

 (46-38)は古式土師器甕頸部で、(39)は底部である。覆土中位から上層にかけて古式土師器小
 片が僅かに出土している。上層および流れ込みの遺物として須恵器圷(46-40)、赤焼土器圷(46

 -41)が出土している。体部が直線的に立ち、口唇部で外反する。9世紀後半の所産である。そ
 の他土製品として土錐と思われる遺物(46-42)がある。中世輸入磁器として(46-43・44)がある。

 (46-43)は口縁部のみであるが、直立する口縁部をもち、15世紀半ばに端反り碗が出現する前の
 様相である。碗自体もその時期には少なくなる傾向がある。(46-44)は、染付皿で、高台は小さ

 く低く、高台畳付には細かいヘラ削りがなされ、高台裏には放射状のカンナ削り痕がある。見込

 みの文様については、あまり残存していないことから不明である。その他産地不明の近世磁器体

 部(46-45)が出土している。

 SK329(遺物:46-46・47)

 (46-46・47)は古式土師器甕の直立する口縁部(46)とやや球形の体部をもつ(47)が出土してい
 る。

 SH410(遺物:46-48・49)

 古式土師器甕小片が出土しており、直立する口縁部(46-48)と平底の底部(46-49)がある。

 SD302(遺物=46-50～51-112・53-128)

 流れ込みで古墳時代後期の高坏(46-51)が出土している。短脚でハの字に開く器形である。(49
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 －94)は古式土師器甕でクの字に屈曲して目縁端部で外反する。

 (47-52～48-83・50-103・104)は須恵器圷である。底部が残存しているものの切り離しは、

 (47-65)のヘラ切りを除いては全て回転糸切りである。器形的に概略すると、底径がやや小さく

 逆台形状を呈する器形(47-53・55・64・65)、底径がやや小さく体部が直線的に立ち端部で外反
 する器形(47-52・56・57・58・48-76)、底径が小さく体部が直線的に立つ器形(47-54・59～
 63・66・48-77・50-103)がある。(49-84～88)は、須恵器有台圷である。底部切り離しがヘラ

 切りで底径が小さい器形(49-86・88)、底部切り離しが回転糸切りで体部が内脅する器形(49-
 84・85)、高台部が低い器形(49-87)がある。墨書土器は、21点出土している。郷名「福有」が
 書かれている(47-52)「福有南」がある。郷名のある墨書土器は、県内では「大山郷」と書かれ

 た一の坪遺跡(河北町)がある。その他、㊦・「物」・「古」・「今」などがある。特に①(47-
 54・56・48-68)が多い。また、口縁部内面に漆が付着しているもの(48-83)がある。(50-99～
 101)は双耳坏である。把手はすべて体部中位から斜方向に延びている。(49-90～93)は、須恵器
 蓋である。口縁部が屈曲する(49-90・93)、直線的な口縁部の(49-92)、つまみ外面中央部が窪
 む(49-91)がある。(49-97)は、短頸壺でやや肩の張らない器形である。(49-96～98)は、須恵器
 甕である。大型で平底の(49-95)、やや頸部が屈曲する(49-96)、頸部から肩部にかけての(49
 -98)がある。

 (49-89・50-102)は、赤焼土器有台圷である。底径がやや小さく、切り離しが回転糸切りの
 (49-89)、低い高台が付き、直線的に立ち上がる(50-102)がある。また、(50-105)は赤焼土器
 皿である。低い高台が付き、短く体部から口縁部にかけて直線的にのびる。(50-106)は赤焼土器
 鉢である。底部切り離しが回転糸切りである。内面に漆が付着している。(50-107)は口縁部が緩
 やかに外反する土師器甕である。内外面にハケ目調整を施す。(50-108・109)は、土師器有台圷
 である。2個体とも高台部は低く、内面に黒色処理を施す。(50-109)の底部切り離しは回転糸切
 りである。

 石製品では砥石(51-lll)がある。欠損があり、3面に使用痕が認められる。2面に切り離し
 痕がある。木製品では、挽物大盤(51-112)がある。有台で器厚が厚く、見込み部分窪みが少な
 く、内面が平坦である。ケヤキ材を使用している。(53-128)は曲物の底板のみの出土である。木
 釘が残っており、側板と接合していたと思われる。上層で確認された近世陶器擂鉢は、内外面に
 オリーブ色の施粕がされ、内面に細かい卸目がある。

 SD4(遺物=52-l14～53-126・54-129～55-133・55-135～56-137)
 (52-114・115)は青磁碗の体部である。(52-114)は、透明な青磁粕が掛けられ、貫入が入る。

 色調は、7.5Y7/2灰白色である。内面に劃花文を施している。(52-115)は、やや不透明な青磁粕
 が掛けられている。色調は、7.5Y6/1灰色である。内面に飛雲文を施している。釉薬の色調から
 龍泉窯系統の窯から搬入されたことが想定できる。遺構内からは須恵器甕(52-116・118・120)、
 壺(52-l19)破片が出土している。甕の器面調整が、外面タタキで内面アテ痕である。升川遺跡
 (遊佐町)出土の須恵器系陶器は古代の手法をそのまま継承しており、本遺跡で12世紀代の輸入磁
 器を出土することから須恵器甕などは検討を要する。また、土鈴(52-117)と思われる土製品が

-54-



 第3次調査

 出土している。石製品としては砥石(52-121)がある。5面に使用痕がある。

 本遺構の中でも多くの出土があった木製品について述べる。(52-122・123)は、扇骨である。2
 枚は重なった状態で出土した。基部のみの出土で、要に綴じ孔を1つ開けている。綴じ紐等は確

 認されなかった。スギ材を使用している。(52-124)は、漆刷毛である。1枚の薄い板材を穂先部

 のみ切れ目を入れて、穂を挟んでいる。穂先部横で三角の切り抜きをいれて綴じたものと思われ

 る。柄部に小孔が開けられている。穂先と柄部に漆が残存している。スギ材を使用している。(53

 -125)は、真直に延びた小刀の鞘である。表面は甲高に削りだし、鞘先は細かな削りで整形され

 ている。裏面は、刀形と合わせて到りだし、中位に小さい孔を開けている。鞘尻には半円形の刳

 形を施し、薄く削り出している。スギ材を使用している。(53-126)は、連歯下駄である。台前部

 が欠損しているが、形状は長楕円形の台に台形状の歯が2枚付くことが想定される。ケヤキ材を

 使用している。(54-129)は、鍬状木製品である。鍬身のみで1/2は欠損している。コナラ材を使

 用している。(54-130～133)は塔婆である。(54-130～132)は、上端が圭頭状をなし、下端が尖頭

 状に削り出されている。いずれも欠損がある。厚さは3mm代である。(132)に墨痕が確認された

 が、釈読はできない。スギ材を使用している。(55-133)は、断面形で長方形にやや厚く整形して

 いるもので、上端・下端ともに欠損している。スギ材を使用している。(55-135)は部材である。

 2方向のホゾ穴を確認できる。腐植による剥落があるため、工具による面取りの状況が明確では

 ない。スギ材を使用している。(56-136・137)は馬歯である。出土位置から同一の動物遺体かと

 思われる。歯根部が欠損しており、表面も腐植が進んでいる。表面に平地の遺跡に特徴的に確認

 される藍鉄鋼が付着している。塔婆と共伴することから祭祀的な意味合いが考えられる。

 SX342(56-138・139)

 (56-138)は土師器底部である。底部から直線的に立ち上がる器形で奈良・平安時代の所産で

 ある。(56-139)は須恵器系陶器である。体部の破片で、細かい条線状のタタキ目を施している。

 内面に押圧痕が認められる。珠洲系陶器と思われるが、やや生焼で胎土が粗砂混じりの点から須

 恵器系陶器とした。

 グリッド・ピット・トレンチ・出土地点不明遺物(56-140～148)

 古墳時代では、中空棒状脚をもつ高坏(56-140)、短脚の高坏(56-141)がある。奈良・平安時代

 の須恵器圷(56-143)、高台付圷(56-142)、土師器小破片(56-144)、内面黒色処理の高台付圷

 (56-147)や近世陶磁器(56-145・146・148)がある。底部切り離しは(142)は回転糸切り、(143)
 はヘラ切り、(147)は菊花状ナデッケ調整を施す。(56-145)は、外面に灰オリーブ色の釉掛けをし

 ている。(56-148)は、肥前産の染付碗である。
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               第3次調査表－3第3次調査出土遺物観察表(1)
               挿図番号遣物番号種別器種計測値(m/m)調整技法               口径底径器高器厚底部外面内面出土地点登録番号残存備考

               1土師器圷(180)30604丸底風平底ヘラミガキ、ナデヘラミガキ、ナデSG3RP661/2赤彩、緻密

               2土師器壷5ヘラケズリヘラケズリSG3F2RPl171/4以下細砂混

               3土師器高坏(150)7ヘラミガキ→ナデハケ目→ヘラミガキSG3F2RP741/4以下赤彩、緻密

               4土師器高坏(152)7ヘラミガキハケ目→ナデSG3RP52・67・771/4以下赤彩、緻密
               5土師器器台987ヘラミガキ→ナデナデSG3RP461/3赤彩、緻密

               第41図6土師器器台934ハケ目→ナデヘラケズリ→ナデSG3RP69・851/4赤彩、細砂混
               7土師器器台81loo837ヘラミガキヘラミガキSG3RP44・47ほぼ完形赤彩、緻密
               8土師器器台(102)6ナデ→ヘラミガキヘラミガキ→ケズリSG3RP671/2赤彩、緻密

               9土師器鉢16027996平底ハケ目→ヘラケズリ→ナデハケ目→ヘラミガキSG3RP52ほぼ完形粗砂混
               10土師器壺1805ナデ→ハケ目、ハケ目→ヘラミガキハケ目→ヘラミガキ、ヘラナデSG3F4RP84ほぼ完形赤彩、級密
               11土師器壷1034ナデ→ミガキ→ヘラケズリナデ、ヘラケズリSG3RP911/2赤彩、細砂混
               12土師器壷5ハケ目→ナデナデ、ヘラケズリSG3RPlO61/4以下細砂混

               13土師器壺(178)8マメツマメツSG31/4以下粗砂混

               14土師器壺286平底マメツマメツSG3RP911/4以下赤彩、細砂混

               第42図15土師器甕(120)4.5ナデナデSG3RP481/4以下
               16土師器甕(136)5.5ハケ目力ハケ目→ナデSG3RP1101/4以下

               17土師器甕(172)5ハケ目、ヘラケズリ→ナデナデ→ハケ目、ヘラナデSG31/4以下器肉薄く、焼成良、搬入品力
               18土師器甕(180)5ナデ、ヘラミガキ→ヘラナデヘラケズリ→ハケ目SG3RP1121/4以下粗砂混
               19土師器甕190(65)2085平底ナデ、ヘラケズリ→ナデナデ、ヘラナデSG3RP42ほぼ完形粗砂混
               20土師器甕(171)4ハケ目→ナデハケ目SG3RP681/4以下細砂混

               21土師器甕(150)7.5ハケ目→ナデハケ目→ヘラケズリSG3RP851/4以下粗砂混

               第43図22土師器甕(160)8ナデ→ハケ目ナデ→ハケ目SG3RP1131/4以下粗砂混、二次加熱               23土師器甕(181)5ナデ→ヘラミガキ、ヘラケズリヘラケズリ→ナデSG3RP491/4外面煤付着、粗砂混
               24土師器甕(194)7ナデ→ヘラミガキ、ヘラミガキハケ目→ナデ、ハケ目→ヘラナデSG3RPlO51/4以下外面煤付着、細砂混
               25土師器甕(226)(75)5平底ナデ→ヘラミガキ→ヘラケズリヘラミガキ→ナデ、ヘラケズリSG3RPl14`l151/4以下細砂混
               26土師器甕425.0平底ハケ目ヘラミガキ、ヘラケズリSG3RP851/4以下繊密
               27土師器甕745平底ヘラナデヘラナデSG3F21/4以下内外面煤付着、細砂混

               28土師器甕465平底ハケ目ハケ目SG3RP67・70・71・764/5細砂混
               29土師器甕(54)6.5平底ハケ目→ヘラミガキ・ヘラナデハケ目→ヘラナデSG3RP501/4以下細砂混、底部ヘラケズリ
               30須恵器甕12タタキ目アテ痕SG31/4以下細砂混

               第必図31近世陶器瓶力(88)5ロクロナデロクロナデSG31/4以下緻密
               32近世陶器擂鉢16ロクロナデロクロナデSG31/4以下細砂混、内面卸目

               33近世陶器擂鉢8ロクロナデロクロナデSG31/4以下細砂混、内面卸目

               34金属製品キセル長64長径10短径3SG3欠損有り吸い口

               35金属製品不明銅製品(40)22L5SG3欠損ナシ

               36木製品板状木製品長763幅1834.5SG3RW51欠損有り

               第45図37木製品田下駄長262幅2603SG3RW99・100欠損有り
               38土師器甕6ハケ目ヘラケズリ、ハケ目、ナデSG21/4以下粗砂混
               39土師器甕(50)9ハケ目ハケ目SG2RP1201/4以下細砂混

               40須恵器圷(138)厚17ロクロナデロクロナデSG2RP861/4以下緻密

               41赤焼土器圷(130)厚26ロクロナデロクロナデSG21/4以下細砂混

               42土製品土錘力長径28短径24SG2欠損有り細砂混

               43中世磁器白磁碗5施柚施柚SG21/4以下縁密

               44中世磁器染付皿4施粕施柚SG21/4以下緻密、高台裏カンナケズリ
               第46図45近世磁器瓶力4施紬露胎SG21/4以下級密、外面に鳥形の文様

               46土師器甕(190)8ヘラケズリ→ハケメ、ナデナデ、ハケ目SK3291/4以下細砂混、二次加熱

               47土師器甕475平底ハケ目→ヘラケズリヘラケズリSK329RP107・1081/2細砂混、二次加熱、底部ヘラケズリ
               48土師器甕7ハケ目ハケ目SH4101/4以下細砂混

               49土師器甕507平底ハケ目ハケ目SH4101/4以下粗砂混、内面煤付着
               50土師器甕(80)8網代痕ハケ目ハケ目SD3021/4以下粗砂混

               51土師器高坏12.5ヘラミガキナデ→ヘラミガキSD302RP1561/4以下赤彩、緻密

               -72-



               表－4　第3次調査出土遺物観察表(2)第3次調査
               挿図番号遺物番号種別計測値(m/m)調整技法               器種口径底径器高器厚底部外面内面出土地点登録番号残存備考

               52須恵器圷13672396回転糸切りロクロナデロクロナデSD302RP141ほぼ完形緻密、底部外面「福有南」、海

               53須恵器圷(140)(81)516回転糸切りロクロナデロクロナデSD302RP1251/3細砂混、底部外面墨書

               54須恵器圷(140)58454.5回転糸切りロクロナデロクロナデSD302RP1432/3細砂混、底部外面「王」、海綿

               55須恵器圷(160)(90)455回転糸切りロクロナデロクロナデSD302RP1551/4細砂混

               56須恵器圷(145)(60)434回転糸切りロクロナデロクロナデSD302RP1541/3細砂混、体部正位「王」、海綿

               57須恵器圷14167415回転糸切りロクロナデロクロナデSD302RP124完形細砂混、海綿骨針

               58須恵器圷(137)4ロクロナデロクロナデSD3021/4以下細砂混、体部正位「今」、海綿骨針

               弟御図59須恵器圷(144)4ロクロナデロクロナデSD302RPl191/4緻密、海綿骨針
               60須恵器圷(140)4ロクロナデロクロナデSD3021/4以下緻密、海綿骨針

               61須恵器圷(126)3.5ロクロナデロクロナデSD3021/4以下緻密、海綿骨針

               62須恵器圷(147)4ロクロナデロクロナデSD3021/4以下細砂混、体部逆位墨書

               63須恵器圷(138)3.5ロクロナデロクロナデSD3021/4以下緻密

               64須恵器圷(54)6回転糸切りロクロナデロクロナデSD3021/4以下繊密、底部外面墨書、加工痕

               65須恵器圷(80)3.5ヘラ切りロクロナデロクロナデSD302RP1321/4以下緻密

               66須恵器圷(70)4.5回転糸切りロクロナデロクロナデSD302RP1351/4以下緻密

               67須恵器圷(54)4回転糸切りロクロナデロクロナデSD302RP1281/4以下緻密、底部外面墨書

               68須恵器圷(70)6回転糸切りロクロナデロクロナデSD302RP1491/4以下細砂混、底部外面「王」カ

               69須恵器圷(64)4.5回転糸切りロクロナデロクロナデSD3021/4以下細砂混、底部外面墨書

               70須恵器圷(61)6回転糸切りロクロナデロクロナデSD3021/4以下細砂混、底部外面墨書

               71須恵器圷(58)4回転糸切りロクロナデロクロナデSD3021/4以下細砂混、底部外面墨書

               72須恵器圷64生5回転糸切りロクロナデロクロナデSD302RP1261/4以下緻密

               73須恵器圷(60)4回転糸切りロクロナデロクロナデSD3021/4以下細砂混、海綿骨針

               74須恵器圷(60)5回転糸切りロクロナデロクロナデSD3021/4以下細砂混、底部外面墨書、海綿骨針

               第娼図75須恵器圷(70)5.5回転糸切りロクロナデロクロナデSD3021/4以下細砂混、底部外面墨書
               76須恵器圷(80)7回転糸切りロクロナデロクロナデSD302RP1471/4以下細砂混、黒色粒多い

               77須恵器圷l164回転糸切りロクロナデロクロナデSD302RP1501/2緻密、海綿骨針

               78須恵器圷(56)6回転糸切りロクロナデロクロナデSD302RP1291/4以下細砂混、海綿骨針

               79須恵器圷3ロクロナデロクロナデSD3021/4以下細砂混、体部墨書

               80須恵器圷3ロクロナデロクロナデSD3021/4以下緻密、体部墨書

               81須恵器圷3ロクロナデロクロナデSD3021/4以下細砂混、体部墨書

               82須恵器圷4ロクロナデロクロナデSD3021/4以下緻密、体部墨書

               83須恵器圷3.5ロクロナデロクロナデSD3021/4以下緻密、内面漆付着

               84須恵器有台圷645.5回転糸切りロクロナデロクロナデSD302RP1192/3緻密、底部外面「古」、海綿骨針

               85須恵器有台圷635.5回転糸切りロクロナデロクロナデSD302RP1361/3細砂混、生焼、体部逆位「物」

               86須恵器有台圷785ヘラ切りロクロナデロクロナデSD302RP1451/4以下細砂混

               87須恵器有台圷(74)5回転糸切りロクロナデロクロナデSD302RP1271/4以下徽密

               88須恵器有台圷645ヘラ切りロクロナデロクロナデSD302RP1341/4以下細砂混

               89須恵器有台圷826回転糸切りロクロナデロクロナデSD302RP1331/4以下細砂混

               go須恵器蓋(156)4.5ロクロナデロクロナデSD3021/4以下繰密

               第49図91須恵器蓋8ロクロナデロクロナデSD3021/4以下儲
               92須恵器蓋(152)4.5ロクロナデロクロナデSD3021/4以下緻密

               93須恵器蓋(154)4ロクロナデロクロナデSD3021/4以下細砂混

               94土師器甕7.5ハケ目→ナデナデSD3021/4以下粗砂混

               95須恵器甕(152)11ロクロ→ケズリロクロナデSD302RP1531/4以下粗砂混

               96須恵器壼9ロクロナデロクロナデSD3021/4以下粗砂混

               97須恵器壼(go)4.5ロクロナデロクロナデSD3021/4以下緑密

               98須恵器壺10ロクロナデロクロナデSD302RP351/4以下細砂混、加工痕有り

               99須恵器双耳坏(68)7回転糸切りロクロナデ・ヘラケズリロクロナデSD302RP1521/3級密
               第50図100須恵器双耳坏6ヘラケズリSD3021/4以下細砂混
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               第3次調査　表－5第3次調査出土遺物観察表(3)
               遺物番号計測値(m/m)調整技法               挿図番号種別器種口径底径器高器厚底部外面内面出土地点登録番号残存備考
               101須恵器双耳坏7ヘラケズリSD3021/4以下細砂混

               102赤焼土器有台圷(70)6.5ロクロナデロクロナデSD302RP1461/4細砂混

               103須恵器圷(150)64524回転糸切りロクロナデロクロナデSD302RP1382/3細砂混、生焼

               104須恵器圷(44)6回転糸切りロクロナデロクロナデSD3021/4以下緻密、生焼、底部外面墨書

               第50図105赤焼土器皿(l14)(60)205回転糸切りロクロナデロクロナデSD302RP1391/3緻密
               106赤焼土器鉢(58)4回転糸切りロクロナデロクロナデSD302RP1231/4以下細砂混、雲母混、内面漆付着

               107土師器甕(126)4.5ハケ目→ナデハケ目→ナデSD302RP1401/4以下細砂混

               108土師器有台圷(70)6ナデヘラミガキSD302RP1301/4以下緻密、内面黒色処理

               109土師器有台圷(64)5回転糸切りロクロ→ケズリロクロ→ケズリSD302RP1311/4以下緻密、内面黒色処理

               llO近世陶器擂鉢(160)7施紬施柚SD3021/4以下緻密、内面細かい卸目

               111石製品砥石長82幅47厚32SD302RQ137欠損有り3面使用痕、2面切り離し痕

               第51図112木製品挽物大盤長178幅120高16厚6ロクロ成形ロクロ成形SD302RW1422/3
               113木製品曲物長径159短径152厚13SE12RW55欠損ナシ曲物底板

               l14中世磁器青磁碗4.5施紬施紬SD4RP21/4以下緻密、体部内面劃花文

               l15中世磁器青磁碗4.5施柚施紬SD4RP391/4以下緻密、体部内面飛雲文

               116須恵器甕15タタキ目アテ痕SD4RP301/4以下細砂混

               117土製品土鈴力6ロクロナデロクロナデSD4RP791/3緻密、黒色粒混

               l18須恵器甕15タタキ目アテ痕SD4RP801/4以下細砂混、海綿骨針、黒色粒混

               第52図l19須恵器壷8ロクロナデロクロナデSD4RP381/4以下緻密
               120須恵器甕16タタキ目アテ痕SD4RP271/4以下細砂混

               121石製品籔長36幅36厚20SD4欠損有り5面使用痕

               122木製品扇骨長131幅16厚4.2SD4RW12欠損有り要に綴じ孔有り、基部

               123木製品扇骨長130幅16厚3.5SD4RW12欠損有り要に綴じ孔有り、基部

               124木製品漆刷毛長133幅3L5厚6SD4RW欠損ナシ漆付着、穂先残存

               125木製品刀鞘長233幅29厚8SD4RW29欠損有り小刀の鞘、中央に穿孔

               126木製品下駄長lo9幅90厚15SD4RW24欠損有り連歯下駄、台後部のみ

               第53図127木製品曲物長165幅85厚6SG3欠損有り底板のみ、2箇所木釘残存
               128木製品曲物長245幅80厚10SD302欠損有り底板のみ、2箇所接合穴残存

               129木製品鍬状木製長150幅85厚23SD4RW18欠損有り1/2欠損

               130木製品塔婆長263幅39厚3.6SD4RW5欠損有り上端圭頭、下端尖頭状

               131木製品塔婆長269幅37.5厚3.5SD4RW40欠損有り上端圭頭、下端尖頭状

               第54図132木製品塔婆長(273)幅33厚3.5SD4RW41欠損有り上端圭頭、下端尖頭状、墨痕有り
               133木製品塔婆長94幅20厚10SD4RW4欠損有り断面形長方形

               134木製品塔婆長176幅28厚21SX342RW32欠損有り断面形長方形

               135木製品部材長322幅86厚99SD4RW25欠損有り2方向のホゾ穴

               136動物遺体馬歯長88幅26厚28SD4RV9欠損有り歯根部欠損、藍鉄鋼付着

               137動物遺体馬歯長86幅27厚25SD4RV13欠損有り歯根部欠損、藍鉄鋼付着

               138土師器甕(80)7.5ケズリ、ハケ臥ナデヘラケズリSX342RP371/4以下細砂混
               139須恵器系陶器甕12条線状タタキ押圧痕SX342RP361/4以下粗砂混

               140土師器高圷12ヘラミガキハケ目SP252RP431/3赤彩、緻密

               141土師器高圷8ヘラケズリ、ハケ目ヘラミガキXO1/3内面黒色処理、緻密

               第56図142須恵器有台圷646回転糸切りロクロナデロクロナデトレンチ1/3緻密、生焼
               143須恵器圷6ヘラ切りロクロナデロクロナデSPl851/4以下細砂混

               144土師器不明6.2ハケ目ハケ目SP3521/4以下粗砂混

               145近世陶器不明5施紬施紬トレンチ1/4以下細砂混

               146近世陶器播鉢7.5ロクロナデロクロナデSD4欠損有り緻密、内面卸目

               147土師器有台圷(60)5菊花状ナデツケナデミガキXO1/4内面黒色処理、緻密

               148近世磁器染付碗5施粕鰍SP2691/4以下肥前焼、緻密

               一74一



 まとめと考察

 Ⅵまとめと考察

 1調査のまとめ

 今回の調査は、東北中央自動車道相馬・尾花沢線(上山～東根間)建設工事に係る緊急発掘調査
 である。調査結果を要約すると、以下のようになる。

 ①志戸田縄遺跡は、山形県山形市大字陣馬字志戸田縄に所在し、西流する馬見ヶ崎川の前縁

 部に立地している。今回の発掘調査は平成10年度に北西側側道部分1,150r㎡、平成11年度に

 本線・東側側道部分4,550㎡を対象として実施した。遺跡の性格は、古墳時代前期の河川跡

 と奈良・平安時代の溝状遺構、中世鎌倉時代の屋敷跡とそれを区画する溝状遺構と考えられ

 る。なお、当地域は、旧市街地の郊外の飛地をまとめて縄張りした地域から志戸田縄と名付

 けられた。

 ②遺構の分布は、北側の溝により区画された掘立柱建物跡を中心とした中世域、中央～南側

 にかけて東西に貫流している河川跡を中心とした古墳時代域、南側に東西に走る溝状遺構を

 中心とした奈良・平安時代域に大別される。北側建物跡群は、やや計画性に欠ける配置をし

 ているが、中心の方向軸が南北軸にあるものと東西軸にあるものとに分けられる。それら建

 物跡の周辺に深さ1m程の井戸跡を検出できた。

 ③出土した遺物は、中世域で少なく、古墳時代の河川跡や奈良・平安時代の溝状遺構で多量

 に出土した。古墳時代では、古墳時代前期の塩釜式期最終段階周辺の様相を示す古式土師器

 が出土した。器種が多様で、圷、器台、高坏、鉢、壺、甕がある。丁寧にミガキ調整をする

 器台や直口壷がある反面、中実脚をもつ高坏や調整にヘラ削りを施す甕や胎土が悪く粗雑に

 なる器種なども見られる。奈良・平安時代では、底部切り離しがヘラ切りのものもあるが、

 9世紀半ば頃にあたる器形が主体になる。墨書土器が21点確認され、すべてSD302から出

 土したものである。釈読可能な文字については、「福有南」・「王」・「古」・「物」・「今」が確
 認されている。中世では、SD4から12世紀後半代の青磁碗小片2点をはじめ扇骨や漆刷毛

 などの木製品が出土している。区画された建物跡の時期もその頃に想定できる。

 ④特筆される遺構・遺物は、調査区北側に展開する掘立柱建物跡群とそれを区画する溝状遺

 構、調査区南側に東西に走る溝状遺構SD302から出土した9世紀半ばの須恵器圷の底部に

 書かれた「福有南」である。掘立柱建物跡は7棟検出され、その内身舎2問×3間の建物が

 3棟と多い。また総柱建物はなく、小規模な側柱建物が区画溝北側に展開する。井戸跡は、

 建物域南側に展開し、北側には存在しない。陽のささない空間には水場を設けない傾向が窺

 える。井戸跡は、確認面からの深さが1m内外で、開口部の径も1m以下の小規模なものが

 多い。「福有」は、『和名類聚抄』(高山寺本)にある8郷ある最上郡の郷名にあたる。『角川日

 本地名大辞典』などでも村山郡徳有郷にひかれた誤りと言われていたが、今回の調査で出土

 した墨書土器により古写本の高山寺本の正当性が立証された。山形市西部付近が比定されて

 いる。
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 まとめと考察

 2古墳時代の土器様相

 古式土師器の器種は圷(A)・器台(B)・高坏(C)・鉢(D)・壺(E)・甕(F)の5種である。主に

 完形に近いもののみであるが類型化をしてみたい。圷(A)は、体部上半で口縁部が屈曲するもの

 (A1)、やや膨らむ体部に短い口縁部がっくもの(A2)、体部がやや内蛮して延びる手づくね成

 形のもの(A3)がある。A1は、(11-1)・(41-1)・(19-60)が該当し、今塚遺跡に器形的に類
 似するものがあるが、同遺跡では口縁部に陵をもつ有段圷も出土しており、本遺跡とは違う様相

 もある。A2は(11-2)でA3は(11-4)が該当する。

 器台(B)は、小型で裾部に円孔を穿ち、口縁部が外反するもの(B1)、口縁部が内弯するもの

 (B2)がある。また、口縁部が内弯し、受け部中央に貫通孔の無いもの(B2a)がある。B2a
 以外は、受け部中央に貫通孔があり、器面に丁寧なミガキ調整を施す。B1は(11-7・41-6)、
 B2は(41-7)、B2aは(41-5)が該当する。物見台遺跡7号住居でも脚部のみのものだがB

 1・2類に属すると思われるものが多く出土している。本遺跡出土のものは脚部下端まで直線的
 に延びるもののみであるが、若干反る器形もあるようである。

 高坏(C)は、中実棒状脚にハの字に開く裾部をもつもの(C1)、中空棒状脚のもの(C2)があ
 る。C1は(41-3)、C2は(56-140)が該当する。

 鉢(D)は、口縁部がやや内奮し、身が深いもの(D1)、小型で半球状の体部をもち、口縁部が
 開くもの(D2)がある。D1は(41-9)、D2は(12-19)が該当する。

 壺(E)は、体部中位から屈曲外反する口頸部をもち、球形の体部がつくもの(E1)、口頸部が
 やや短く、縦長な体部がつくもの(E2)、やや外反する複合口縁をもつもの(E3)、頸部に突帯
 を巡らすもの(E4)、頸部がやや狭く、なで肩の器形(E5)がある。該当する器形として、(E
 1)は(41-10)、(E2)は(11-11・12・17)、(E3)は(13-24・42-13)、(E4)は(19-63)、(E5)
 は(12-20)があたる。全般的に丁寧なミガキ調整を行い、外面に赤彩を施すものもある。また、

 宮町遺跡、山形西高遺跡、今塚遺跡にみるような口縁部に棒状浮文をもつ大型の器形のものは出
 土しなかった。

 甕(F)は、口縁部が外傾し、球胴形の体部がつくもの(F1)、口縁部がやや直立し、体部中位
 に最大径があるもの(F2)、頸部がやや狭く、なで肩の器形(F3)、口縁部が外反し、なで肩の
 もの(F4)、体部上半に最大径があり、口縁部が短く外反するもの(F4)、口縁部が外債・外反
 し体部中位に最大径があるもの(F5)がある。(F1)は(12-21)、(F2)は(12-18・14-34・35)、
 (F3)は(14-31・43-20・24)、(F4)は(43-23)、(F5)は(42-17・18・43-25)が該当する。
 調整にハケ目だけではなくヘラ削りが施されることがある。

 以上が遺構出土の古式土師器分類であるが、傾向を概観・補足すると次のようになる。
 ・圷A1の外面調整はミガキで、ケズリ・ハケ目による調整がみられない。

 ・器台のほとんどがB1・2の器形であるが、B2aのような貫通孔がないものもある。器面
 調整は丁寧なミガキあるいはハケ目を施す。

 ・高坏B1の中空棒状脚からB2中実棒状脚への変化がみられる。

 ・直口壺壷の体部で球形のものが出現し、器高に占める体部の割合が大きくなる。
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   まとめと考察

   以上のことから本遺跡の古墳時代土器の様相は辻編年(辻1995)のⅢ－3～4期に当たると思

   われる。また、住居跡が検出されなかったため、河川跡出土遺物を中心にしての検討であるが、

   今後、周辺のほぼ同時期の今塚遺跡、陣馬遺跡、七浦遺跡、横手遺跡、西里遺跡(以上山形市)、
   下慎遺跡(河北町)、廻屋遺跡(白鷹町)などの遺跡出土品との比較検討などをしながら塩釜式期終
   末期周辺の当地区における研究の成果に期待したい。

   《引用・参考文献》
   青山博樹1998「土器①東北南部」第3回東北・関東前方後円墳研究大会シンポジウム資料

   阿部明彦1994「升川遺跡発掘調査報告書」山形県埋蔵文化財センター調査報告書第9集

   石川県考古学研究会1997「石川県考古資料調査・集成事業報告書[祭祀具IIl」

   伊藤邦弘1988「大楯遺跡第1次発掘調査報告書」山形県埋蔵文化財報告書第121集

   上田秀夫1982「14～16世紀の青磁碗の分類について」貿易陶磁研究NO.2

   宇野隆夫1982「井戸考」史林65-5

   小野正敏1982「14～16世紀の染付碗、皿の分類と年代」貿易陶磁研究NO.2

   齋藤健他1998「上高田遺跡第2・3次調査報告書」山形県埋蔵文化財センター第57集

   佐藤庄一他1998「平野山古窯跡群第12地点遺跡第2次発掘調査報告書」
   山形県埋蔵文化財センター調査報告書第52集

   須賀井新人他1994「今塚遺跡発掘調査報告書」山形県埋蔵文化財センター調査報告書第7集

   1997「荒川2遺跡発掘調査報告書」山形県埋蔵文化財センター調査報告書第43集

   水戸弘美他1997「塔の腰遺跡発掘調査報告書」山形県埋蔵文化財センター調査報告書第50集

   高橋敏他1998「植木場一遺跡発掘調査報告書」山形県埋蔵文化財センター調査報告書第59集

   高橋誠明他1999「留沼遺跡」宮城県古川市文化財調査報告書第25集

   1999「宮城県における古墳時代中期の土器様相」東国土器研究第5号

   中世土器研究会1995「概説中世の土器・陶磁器」真陽社

   辻秀人1994「東北南部における古墳出現の土器編年一その1会津盆地一」東北学院大学
   論集歴史・地理学第26号

   1995「東北南部における古墳出現の土器編年一その2会津盆地一」東北学院大学

   論集歴史・地理学第27号

   野川主計他1981「畑中(一の坪)遺跡発掘調査報告書」河北町埋蔵文化財調査報告書第2集

   北陸中世土器研究会1993「中世北陸の家・屋敷・暮らしぶり」第6回北陸中世土器研究会

   1996「飾る・遊ぶ・祈るの木製用具」第9回北陸中世土器研究会

   森田勉1982「14～16世紀の白磁の分類と編年」貿易陶磁研究NO.2

   山形県

   埋蔵文化財センター1994「山形県内出土の古式土師器について」第1回課内学習会資料

   山形県考古学会2000「山形考古学会第54回研究大会資料」

   山形市史編さん委員会1973「山形市史上巻原始・古代・中世編」

   山形市金井公民館

   青年教室1977「金井むかしむかし」
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      志戸田縄遺跡から出土した骨の同定

      パリノ・サーヴェイ株式会社

      はじめに

      志戸田縄遺跡では、鎌倉時代の集落跡が検出されている。このうち、性格不明遺構(3次調査

   SX342)からは、焼骨片が出土している。これらの焼骨片は、火葬人骨か食用残渣の獣骨であ

      る可能性が考えられている。

  今回は、これらの焼骨の種類や部位を明らかにし、遺構の性格に関わる情報を得ることにし

      た。

      1.試料

  試料は、性格不明遺構(SX342)から出土した焼骨片4点である。各試料の詳細は、同定結

      果とともに表1に記した。

      2.方法

  ルーペなどを用いて、試料の形態的特徴を観察し、種類を同定する。同定は、早稲田大学金子

      宏昌先生にお願いした。

      3.結果

      同定結果を表1に示す。焼骨片は全て表1SX342から出土した骨の種類・部位
      番号種名部位左右備考

      ヒトで、確認された部位は大腿骨、橈骨1ヒト橈骨or尺骨不明破片、焼骨
      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2ヒト橈骨or尺骨不明破片、焼骨

      または尺骨、および四肢骨片である。い3ヒト大腿骨不明破片、焼骨
      ずれも破片化が著しいため、性別、年齢なしヒト不明(四肢骨)不明破片(2点)、焼骨
      などの詳細は不明である。

      4.まとめ

  今回同定を行った焼骨片は、いずれも人骨であった。したがって、これらの骨が出土したSX
   342は、埋葬に関連した施設の可能性がある。ただし、今回の同定試料はいずれも破片で数が少
  なく、また確認された部位が限られていることから、別の場所で火葬された人骨の一部がこの遺
      構内に埋葬されたことや、この遺構内で火葬された人骨のうち大部分が別の場所に移されたこと
   などが想定される。この点については、遺構覆土の堆積状況や含有物(焼土・炭化物等)に関す
      る情報を加え、改めて検討したい。
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 山形県志戸田縄遺跡出土木製品の樹種調査結果(1)
 ㈱吉田生物研究所汐見真

京都造形芸術大学岡田文男

 1.試料

 試料は志戸田縄遺跡から出土した工具1点、農具2点、武器1点、服飾具8点、容器3点、祭

 祀具5、部材1点、不明1点の合計22点である。ただし服飾具の下駄については本体と歯の両方

 を調査した。

 2.観察方法

 剃刀で木口(横断面)、柾目(放射断面)、板目(接線断面)の各切片を採取し、プレパラート

 を作製した。このプレパラートを顕微鏡で観察して同定した。

 3.結果

 樹種同定結果(針葉樹1種、広葉樹3種)の表を示し、以下に各種の主な解剖学的特徴を記す。

 1)スギ科スギ属スギ(Cryptomeria japonica D.Don)
 (遺物NO.133,130,124,122,135,125,134,131,132,36,113)

 木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行はやや急であった。樹脂細胞は晩材部で接線方

 向に並んでいた。柾目では放射組織の分野壁孔は典型的なスギ型で1分野に1～3個ある。板目

 では放射組織はすべて単列であった。樹脂細胞の末端壁はおおむね扁平である。スギは本州、四

 国、九州の主として太平洋側に分布する。

 2)ブナ科ブナ属(Fagus sp.)
 (遺物NO.46)

 散孔材である。木口ではやや小さい道管(～110μm)がほぼ平等に散在する。年輪の内側から外

 側に向かって大きさおよび数の減少が見られる配列をする。放射組織には単列のもの、2～3列

 のもの、非常に列数の広いものがある。柾目では道管は単穿孔と階段穿孔を持ち、内部には充填

 物(チロース)が見られる。放射組織は大体平伏細胞からなり同性である。道管放射組織間壁孔

 には大型のレンズ状の壁孔が存在する。板目では放射組織は単列、2～3列、広放射組織の3種

 類がある。広放射組織は肉眼でも1～3㎜の高さを持った褐色の紡錘形の斑点としてはっきりと

 見られる。ブナ属はブナ、イヌブナがあり、北海道(南部)、本州、四国、九州に分布する。

 3)ニレ科ケヤキ属ケヤキ(ZelkovaserrataMakino)

 (遺物NO.126,112,49,52,53)

 環孔材である。木口ではおおむね円形で単独の大道管(～270μm)が1列で孔圏部を形成してい
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 る。孔圏外では急に大きさを減じ、多角形の小道管が多数集まって円形、接線状あるいは斜線状

 の集団管孔を形成している。軸方向柔細胞は孔圏部では道管を鞘状に取り囲み、さらに接線方向

 に連続している(イニシアル柔組織)。放射組織は1～数列で多数のすじとして見られる。柾目

 では大道管は単穿孔と側壁に交互壁孔を有する。小道管はさらに螺旋肥厚も持つ。放射組織は平

 伏細胞と上下縁辺の方形細胞からなり異性である。方形細胞はしばしば大型のものがある。板目

 では放射組織は少数の1～3列のものと大部分を占める6～7細胞列のほぼ大きさの一様な紡錘

 形放射組織がある。紡錘形放射組織の上下の端の細胞は、他の部分に比べ大型である。ケヤキは

 本州、四国、九州に分布する。

 4)モクレン科モクレン属(MagnoIiasp.)

 (遺物NO.37,49,50,13,52,53)

 散孔材である。木口ではやや小さい道管(～110μm)が単独ないし2～4個複合して多数分布す
 る。軸方向柔細胞は1～2層の幅で年輪界に配列する。柾目では道管は単穿孔と側壁に階段壁孔
 を有する。放射組織はすべて平伏細胞からな流同性と平伏と直立細胞からなる異性がある。道管
 放射組織間壁孔は階段状である。板目では放射組織は1～3細胞列、高さ～700μmとなってい
 る。モクレン属はモクレン、ホオノキ、コブシ等があり、北海道、本州、四国、九州に分布する。

 ◆参考文献◆

 島地謙・伊東隆夫「日本の遺跡出土木製品総覧」雄山閣出版(1988)

 島地謙・伊東隆夫「図説木材組織」地球社(1982)

 島地謙・須藤彰司・原田浩「木材の組織」森北出版株式会社(1982)

 伊東隆夫「日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ～Ⅳ」京都大学木質科学研究所(1995～)
 北村四郎・村田源「原色日本植物図鑑木本編1・H」保育社(1979)

 ◆使用顕微鏡◆

Nlkon

MICROFLEEX UFX-DX Type 115
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    山形県志戸田縄遺跡出土木製品樹種同定表

    No.品名樹種

    133塔婆スギ科スギ属スギ

    130塔婆スギ科スギ属スギ

    124漆刷毛スギ科スギ属スギ

    122桧扇スギ科スギ属スギ

    126下駄ニレ科ケヤキ属ケヤキ

    135部材スギ科スギ属スギ

    125刀鞘スギ科スギ属スギ

   
    131塔婆スギ科スギ属スギ

    132塔婆スギ科スギ属スギ

    36板状製品スギ科スギ属スギ

    113曲物の底スギ科スギ属スギ

    37農具モクレン科モクレン属

    37農具モクレン科モクレン属

    112大盤ニレ科ケヤキ属ケヤキ

    46漆器椀ブナ科ブナ属

    49下駄(本体)モクレン科モクレン属

    49下駄(歯)ニレ科ケヤキ属ケヤキ

    50下駄モクレン科モクレン属

       52下駄(本体)モクレン科モクレン属

    52下駄(歯)ニレ科ケヤキ属ケヤキ

    48下駄(本体)モクレン科モクレン属

    53下駄(歯)ニレ科ケヤキ属ケヤキ

    53下駄モクレン科モクレン属
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 山形県志戸田縄遺跡出土木製品の樹種調査結果 (2)
                     ㈱吉田生物研究所 汐見 真

                    京都造形芸術大学 岡田 文男

 1. 試料

 試料は志戸田縄遺跡から出土した農具1点、 容器2点である。

 2. 観察方法

 剃刀で木口 (横断面)、 柾目 (放射断面)、 板目 (接線断面) の各切片を採取し、 永久ブレパ

 ラートを作製した。 このプレパラー トを顕微鏡で観察 して同定した。

 3. 結果

 樹種同定結果 (針葉樹2種、 広葉樹1種) の顕微鏡写真と表を示し、 以下に各種の主な解剖学

 的特徴を記す。

 1) スギ科スギ属スギ (Cryptomeria japonica 臥 Don)
  (遺物No. 127)

  木口では仮道管を持ち、 早材から晩材への移行はやや急であった。 樹脂細胞は晩材部で接線方

 向に並んでいた。 柾目では放射組織の分野壁孔は典型的なスギ型で1分野に1～3個ある。 板目

 では放射組織はすべて単列であった。 樹脂細胞の末端壁はおおむね偏平である。 スギは本州、 四

 国、 九州の主として太平洋側に分布する。

 2) ヒノキ科クロベ属クロベ (Thuja standishii Carr.)
  (遺物No. 128)

  木口では仮道管を持ち、 早材から晩材への移行はやや急であった。 樹脂細胞は晩材部に偏って

 接線状に存在する。 柾目では放射組織の分野壁孔はスギ型で1分野に2～6個ある。 放射柔細胞

 の水平壁が接線壁と接する際に水平壁は山形に厚くな り、 接線壁との間に溝のよう な構造 (イ ン

 デンチャー) ができ、 よく発達しているのが認められる。 板目では放射組織は全て単列であっ

 た。 数珠状末端壁を持つ樹脂細胞がある。 クロベは本州、 四国に分布する。

 3) ブナ科コナラ属コナラ亜属コナラ節 (Quercus subge几 Lepidobalanus sect Prinus sp.)
  (遺物No. 129)

 環孔材である。 木口では大道管 (～380μm) が年輪界にそって1～3列並んで孔圏部を形成 して

 いる。 孔圏外では急に大きさを減じ、 薄壁で角張っている小道管が単独あるいは2～3個複合し

 て火炎状に配列 している。 放射組織は単列放射組織と非常に列数の広い放射組織があ る。 柾目で

 は道管は単穿孔と対列壁孔を有する。 放射組織は全て平伏細胞からなり同性である。 道管放射組



     織間壁孔には大型の壁孔が存在する。板目では多数の単列放射組織と肉眼でも見られる典型的な

     複合型の広放射組織が見られる。コナラ節にはコナラ、ミズナラ、カシワ等があり、北海道、本
     州、四国、九州に分布する。

     ◆参考文献◆

   島地謙・伊東 隆夫「日本の遺跡出土木製品総覧」雄山閣出版(1988)

    島地謙・伊東 隆夫「図説木材組織」地球社(1982)

     伊東隆夫「日本産広葉樹材の解剖学的記載匪Ⅰ～Ⅳ」京都大学木質科学研究所(1995～)

  北村四郎・村田 源「原色日本植物図鑑木本編Ⅰ・Ⅱ」保育社(1979)

     深澤和三「樹体の解剖」海青社(1997)

     ◆使用顕微鏡◆

     Nikon

     MICROFLEEXUFX-DXType115

     志戸田縄遺跡出土木製品樹種同定表

     No.品名樹種

     第3127底板スギ科スギ属スギ
     次調128底板ヒノキ科クロベ属クロベ
     査

     129鍬状木製品ブナ科コナラ属コナラ亜属コナラ節
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